
萩
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見
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ア
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岡

・
野

信

子

は
じ
め
に

七
、
八
二
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

島
の
大
部
分
は
山
地
で
、
集
落
は
南

 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
つ

部
の
本
村
と
東
北
部
の
宇
津
の
二
つ

で
あ
る
。
宇
津
（
人
口
五
四
五
人
目

は
本
村
か
ら
約
一
里
の
山
道
を
隔
て

た
所
に
あ
る
、
半
農
半
漁
の
集
落
で

あ
る
。
近
世
初
期
、
本
村
の
枝
村
と

し
て
集
落
が
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
、
本
村
と
は
ほ
と
ん
ど
交
渉
が
な

か
っ
た
と
い
う
。
か
つ
て
は
「
北
前

 
ω
 
見
 
 
層
島

 
見
島
は
萩
市
の
北
々
西
約
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
沖
合
に
浮
か
ぶ
孤
島
で

あ
る
。
現
在
は
萩
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
が
、
以
前
は
阿
武
郡
に
属
し
て
い

た
。
萩
の
浜
崎
港
か
ら
、
定
期
船
で
約
三
時
間
の
距
離
で
あ
る
が
、
海
は
と
き

お
り
荒
れ
て
島
を
遠
く
す
る
。
面
積

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
顕
佐

船
」
の
寄
港
地
と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
南
部
の
本
村
は
一
つ
づ
き

の
集
落
で
あ
る
が
、
〃
村
”
 
（
一
，
、
〇
一
八
人
）
と
〃
浦
”
 
（
七
七
二
人
）
と

で
は
、
そ
の
生
活
状
態
が
異
な
っ
て
い
る
。
〃
村
”
は
農
業
地
区
で
、
見
回
の

集
落
が
最
初
に
形
成
さ
れ
た
所
で
も
あ
る
。
〃
浦
”
は
漁
業
区
で
、
幕
末
ご
ろ

は
交
通
運
輸
の
仕
事
も
す
べ
て
こ
の
地
区
で
行
な
っ
た
。
以
前
か
ら
、
三
地
区

の
青
少
年
は
同
じ
学
校
に
通
い
、
よ
く
知
合
っ
て
い
る
が
、
地
区
開
の
通
婚
は

希
で
み
る
。

萩市見島
タ鷺

．
見
島

山
口
艮

Og p ．Do

O
萩

ノ

む郭

 
②
 
青
島
方
言
 
語
ア
ク
セ
ン
ト
調
査
の
目
的

 
昭
和
四
五
年
三
月
、
初
め
て
見
島
を
訪
れ
た
私
は
、
「
フ
ネ
ガ
 
ツ
イ
タ
。
」

（
舟
が
着
い
た
。
）
「
ホ
ガ
 
デ
タ
ー
。
」
（
穂
が
出
た
。
）
と
い
う
文
ア
ク
セ
ン

ト
に
驚
い
た
。
よ
く
聞
け
ば
、
文
法
面
に
も
、
語
詞
面
に
も
、
長
門
方
言
色
が

濃
か
っ
た
が
、
こ
の
文
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
っ
℃
困
異
域
の
こ
と
ば
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。
見
島
の
言
語
生
活
を
そ
の
ま
ま
に
把
握
し
た

い
と
願
う
私
は
、
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
調
査
か
ら
始
め
ま
う
と
夏
を
待
っ
た
。
こ

の
小
報
告
は
、
四
五
年
八
月
二
日
か
ら
＝
二
日
の
間
に
得
た
資
料
に
よ
っ
て
い

る
。
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㈲
 
調
査
対
象
者

 
〃
村
4
1
、
・
〃
浦
”
、
〃
宇
津
”
の
三
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
、
小
学
六
年
生
、
中

学
三
年
生
、
二
五
歳
前
後
、
四
五
歳
前
後
、
六
五
歳
前
後
の
男
・
女
一
名
、

計
三
〇
名
を
目
標
と
し
た
。
じ
っ
さ
い
に
は
、
四
六
人
の
方
に
お
願
い
し
て
い

る
。
両
親
の
代
か
ら
の
土
地
人
で
、
外
住
歴
が
一
年
を
越
え
な
い
方
々
で
あ

る
が
、
〃
村
”
の
二
〇
代
女
性
だ
け
は
、
中
学
卒
業
後
三
ケ
年
を
下
関
で
過
し

て
お
ら
れ
る
。
な
お
、
長
門
方
言
一
般
の
語
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
と
の
比
較
の
た

 
 
 
 
た
ま
え
」

め
、
萩
市
玉
江
の
老
人
男
・
女
お
一
人
ず
つ
に
同
じ
語
で
お
願
い
し
た
。

ω
 
調
査
語
ど
調
査
順
序

 
一
、
二
、
三
音
節
名
詞
、
お
よ
び
動
詞
、
形
容
詞
は
「
伯
方
島
語
ア
ク
セ
ン

ト
調
査
」
．
（
昭
和
四
二
年
八
月
、
藤
原
与
一
博
士
の
ご
指
導
の
も
之
に
行
な
わ

れ
た
。
）
に
お
け
る
も
の
を
拝
借
し
た
。
四
、
五
音
節
名
詞
は
、
平
山
輝
男
博

士
の
『
全
日
本
ア
ク
セ
ン
ト
の
諸
相
』
 
（
昭
和
一
八
年
）
か
ら
選
ば
せ
て
い
た

だ
い
た
。
調
査
語
の
語
順
は
、
音
節
数
・
類
別
・
語
頭
音
節
と
第
二
音
節
の
音
・

韻
な
ど
を
考
慮
し
て
定
め
、
常
に
そ
の
語
順
に
従
っ
た
。

㈲
資
料
整
理
に
つ
い
て

 
見
回
の
語
ア
ク
セ
ン
ト
は
型
の
ゆ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
型
を
云
云

す
る
際
に
は
、
一
〇
人
中
、
七
人
以
上
が
示
す
型
を
そ
の
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
型

と
考
え
た
。
同
一
の
型
を
示
す
人
数
が
六
人
以
下
の
時
は
、
型
の
ゆ
れ
て
い
る

語
と
扱
っ
て
い
る
。
な
お
、
以
下
の
記
述
に
は
ア
ク
セ
ン
ト
記
号
を
次
の
よ
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
用
い
た
。
 
 
 
平
板
型
 
○
▽
 
○
○
 
 
 
尾
高
型
 
○
○

中
高
型
 
○
○
○
 
 
 
頭
高
型
 
○
○

1
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

-
 
一
音
節
名
詞

に語
二は一  調
つ頭音  査
の高節  語
型型名
にで詞菜日柄
分三に…
か地は荷藻蚊
れ区平・'・・
ると板根雨子
。も型・（・

 安と野第血
 芋頭・二・
 し高火類戸
 て型・）・
 いの穂 帆
 る二・絵・
 が無目・実
 'が・尾・
 第あ湯・身

三る
類。
の第'
語一
は心
置・
表第
の二
よ類
うの

木（
・迫
害一
・類
酢）

田名

手骨
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宇

津

村

（
本
 
 
村
）

浦

（
本
 
村
）

平
板
型
 
○
▽

頭
高
型
 
○
▽

O
▽
型
と
○
▽
と

に
ゆ
れ
て
い
る
語

粉
・
酢
・
田
・
手
・
根
・
火
・
穂
・
目
・
湯

絵
・
尾
・
荷
・
野

木
・
菜

粉
・
酢
・
田
・
菜
・
根
・
火
・
穂
・
目
・
湯

尾
・
荷
・
野

絵
・
木
・
手

菜
・
根
・
湯

絵
・
尾
・
木
・
手
・
荷
・
野
・
穂
・
目

粉
・
酢
・
田
・
火



 
型
の
ゆ
れ
て
い
る
語
は
、
 
〃
宇
津
”
と
〃
村
”
と
で
は
、
雄
壮
年
層
が

○
▽
、
青
少
年
層
が
○
▽
と
分
れ
て
い
る
。
〃
浦
”
で
は
全
年
層
を
通
じ
て
ゆ

れ
て
い
る
。
こ
の
状
態
は
、
か
つ
て
は
一
、
二
類
は
頭
高
型
、
-
三
類
は
平
板
型

で
あ
っ
た
が
、
今
や
頭
古
里
，
型
に
な
ろ
う
と
す
る
勢
い
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
勢
い
は
〃
浦
”
に
も
つ
と
も
強
い
。
一
音
節
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
体

系
を
、
萩
市
玉
江
方
言

の
そ
れ
と
比
較
し
て
み

る
「
と
下
表
の
と
お
り
で

あ
る
。
見
島
ア
ク
セ
ン

ト
は
、
東
京
式
の
玉
江

'
見
 
 
島

萩
市
玉
江

一
類
三
姫

01

､
○
∀

三

道

○
▽
（
○
▽
も
）

d
▽

ア
ク
セ
ン
ト
と
型
の
種
類
は
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
所
属
語
は
ほ
ぼ
逆
で
あ

る
。
一
音
評
語
は
、
が
っ
て
は
京
阪
式
と
東
京
式
の
詫
間
的
な
ア
ク
セ
ン
ト
体

系
で
あ
っ
た
が
、
今
日
、
一
型
化
の
様
相
を
見
せ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

 
2
 
二
音
節
名
詞

 
左
の
表
は
二
音
節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
と
そ
の
所
属
語
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
調
査
語
は
全
員
が
同
じ
型
に
答
え
た
も
の
か
ら
順
に
並
べ
た
。
語
の

右
肩
に
×
を
付
け
た
の
は
こ
人
ま
た
は
三
人
が
別
の
型
に
答
え
た
語
で
め
る
。

ア
メ
（
飴
）
ア
メ
ガ
、
オ
ヶ
（
桶
）
オ
ケ
ガ
な
ど
は
、
ご
く
少
数
の
語
に
つ
炉

・
て
ギ
一
人
か
二
人
が
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
こ
の
表
に
は
あ
ら
わ
し
て
い

な
い
。

平
板
型
 
○
○

四二ニー
類類類

五
類

宇

津

村

（
本
村
）

浦

（
本
村
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

梅
・
桃
・
桐
・
霧
・
飴
・
鑑

 弦笠
・
息
・
臼
・
帯
・
錐
・
隅
・
箸
・
針
・

麦
・
稲
・
肩
・
今
朝
・
種
・
中
・
舟
・
海

 
 
 
×
 
 
×
 
×
※
1
 
 
 
 
 
 
 
1

・
松
・
糸
・
鎌
・
今
日
 
※
1
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桶
・
黍
・
鶴
・
露
・
雨
・
蔭
・
窓
・
声
・

 
 
 
 
 

秋
・
春

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
七
語

垂
μ口

窓×曲松×・肩
…    海 ・
黍×桶 隅×・ 針
  ・ ・帯 ・
 鶴箸×・麦
  ・  錐 ・
 雨×  ・稲
  ・  糸×・
 蔭x  ・鎌
  ・  笠×・
 蜘×  ・種
 蛛  rl；×・

 声．昏母
  ・  ・ 耳

蝉×前

轍×

摩×

揮×

寧×

藷

桶

蔭x

鶴×

露×

雨×

黍×

・笠蝉
種×・
・ 臼

息×・

・帯
海×・

・針
箸×・

・麦
松×・

 稲x

 肩×

 鎌×

桃

増

勢

梅

町

爵・

萩
市
三
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方
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宇

津

 
 
 
、

村
 
 
．
（
本
村
）

浦

（
本
村
）

 
 
 
ヨ

尾
高
型
○
○

一
類

二
類

三
類

四
類

肘川 牛道枝
昼下害壁×虫顔
         コ

冬旗 此川風金窯

町 人宝 釜×酒 口

鞍x胸

型×旅

'夏

 青

竹首

箱腰

細鳥

庭水

 
 
 
 
 
 
 
 

池
・
馬
・
草
・
花
・
犬
・
月
・
腕
・
靴

父×

四
三
語

壁
・
釜
・
酒
・
竹
・
箱
・
鼻
・
庭
・
牛

・
口
・
首
・
腰
・
鳥
・
・
水
・
道
・
虫
・

 
 
 
 
 
 
 

棟
・
顔
・
金
・
此
・
端
・
風

橋

酌

昼
家

町

川

下

旗

人

胸

丁

丁

夏

馬
・
草
・
花
・
犬
・
月
・
二

四
〇
語

顔
・
金
・
此
・
酒
・
竹
・
箱
・
牛
・
口

・
鳥
・
端
・
虫
・
風
・
鼻
・
庭
・
柿
・
、

 
 
 
 
 
 
 

首
・
腰
・
水
・
道
・
壁
・
枝

下
・
音
・
川
・
鞍
・
下
・
旗
・
人
・
胸

・
村
・
石
・
垣
・
紙
・
旅
・
夏
・
肘
・

昼
・
冬
・
町
・
雪
・
型
・
寺
・
橋

下
・
色
・
腕
・
馬
・
皮
・
草
・
事
・
島

・
玉
・
花
・
腹
・
山
・
足
・
犬
・
鬼
・

髪
・
炭
・
月
・
年
・
波
・
蚤
・
倉
・
耳

 
 
 
コ

・
糠

×
か
み
X

馨
・
上
・
．
父

七
〇
語

ノ
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宇

、
津

村

（
本
村
）

浦

（
本
村
）

頭
高
型
○
○
・

 
ヨ
 
 
 

○
○
型
と
○
○
型

に
揺
れ
て
い
る
語

'五 四  三 ニ 一
類類 類類類

  鯉下×炭×貝
  ・ 駄 ・・
  猿 ・、波×鯛
   空x・・
  蛇  耳x鬼
  鮒  泡×栗
  智  腹×蚤
  琴x  髪×雲×

  井×  年×山x
  戸
四    糠×足×
語 鮎

歌x柿
垣×蟹×

石×蜂×

紙×

幽。

ヨ

 響井上  戸 ・
  ・ 下
  鮒．駄

  鮎
  鯉．

  猿
 『蛇

  琴藷，

・貝石x柿山x・  ・
・栗、 』蜂
足×・  ・
・耳  蟹×
鬼×・

・腹
蚤×・

 皮x

 炭×

 糠×

 雲×

四'

類 三

色

皮

倉

事

島

玉

神

類

音

寺

村

一
〇
語

垂
ロPt

父 ・ 泡
髪 ・
・ 池
靴 ・
・ 色

鯛  ・

・ 腕
年 ・
・・@倉
波 ・

  事

  玉

  神

・ 歌

雪 丑

  7

  型

  鞍

  寺

  村

  垣

  紙

蜂
・
蟹

貝
・
栗

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

空
・
今
日
・
今
朝
・
中
・
舟
・
隅

井
戸
・
琴
・
賛
・
鯉
・
猿
・
蜘
蛛
・
鮒

 
 

・
蛇
・
春

 
 
 
 
 
 
一
九
語
・

神
・
靴
・
鰍

三
語

・（ 145）
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／

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
○
型
と
○
○
型

に
揺
れ
て
い
る
語

○
○
型
と
○
○
型

に
揺
れ
て
い
る
語

 
ヨ
 
 
 
 
 
 

○
○
型
と
㊦
○
型

と
○
○
型
に
揺
れ

て
い
る
語

五四
類類

宇

津

（一

ﾞ
）
 
端

（
二
類
）
 
蝉

二
語

○
語

四
類
粟
・
上
・
墾

五
類
蜘
蛛

四
語

村

（
本
村
）

○
語

今
日
・
今
朝

秋
・
春
．

四
語

四一
類類

粟二
上

四
語

浦

（
本
村
）

（ （

類類
） ）

泡釜

   
四二
類焼
） ）

三弦
糸

五
語

声
・
窓
・
秋
・
鮎

四
語

三
男
雲

四
類
下
駄
・
錐

三
語

（ 146 ）

 
右
の
表
か
ち
次
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

〈
ア
V
 
一
類
の
語
は
三
地
区
と
も
に
○
○
型
が
主
勢
力
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
イ
〉
 
一
，
一
類
の
語
は
〃
浦
”
で
は
○
○
型
に
安
定
し
て
い
る
が
、
〃
宇
津
”

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 

 
 
 
と
〃
村
”
と
で
は
、
○
○
型
と
○
○
型
に
ゆ
れ
て
い
る
語
も
多
い
。
表

 
 
 
示
し
て
は
い
な
い
が
、
○
○
に
言
う
こ
と
は
老
壮
年
層
に
多
い
の
で
、

 
 
 
見
島
で
は
こ
の
方
が
二
類
の
語
の
古
い
型
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

〈
ウ
〉
三
連
の
語
は
〃
浦
”
で
は
、
○
○
型
で
あ
る
。
〃
宇
津
”
と
〃
村
”
．

 
 
 
と
で
は
、
O
O
型
が
主
で
あ
る
が
、
老
壮
年
層
は
○
○
型
、
青
少
年
層

 
 
 
 
 
ヨ

 
 
 
は
○
○
型
に
ゆ
れ
て
い
る
語
も
多
い
。
 
〃
村
”
の
女
子
中
学
生
は
、

 
 
 
「
お
ば
あ
さ
ん
と
小
さ
い
子
は
オ
ニ
、
ウ
デ
と
言
っ
て
私
と
反
対
。
」

 
 
 
と
い
っ
た
説
明
を
た
び
た
び
加
え
た
。
○
○
型
が
古
い
の
で
あ
ろ
う
。

〈
エ
V
 
三
地
区
と
も
に
四
類
の
語
は
O
Q
型
で
あ
る
が
、
五
類
の
語
は
○
○

 
 
 
型
と
○
○
型
が
相
半
ば
し
て
い
る
。
五
類
の
語
が
○
○
型
を
と
る
こ
と

 
 
 
は
〃
浦
”
で
や
や
多
く
、
ま
た
三
地
区
と
も
に
青
少
年
層
に
そ
の
傾
向

 
 
 
が
強
い
こ
と
か
ら
、
古
く
は
四
類
、
五
類
と
も
に
○
○
型
で
は
な
か
っ

 
 
 
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。



〈
オ
V
 
左
表
は
霧
島
ア
ク
セ
ン
ト
の
代
表
と
し
て
〃
村
”
ア
ク
セ
ン
ト
を
取

 
 
 
上
げ
て
、
萩
市
玉
江
の
そ
れ
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
方
言
は
三

 
 
 
っ
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
を
持
つ
点
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
所
属
語
は
．

 
 
 
か
な
り
異
っ
て
い
る
。

見
回

〃
村
グ
、

萩
市

玉
江
・

類

 
 
 
ヨ

○
○

○
α

二
 
類
一

 
 
 

 
○
○
・

・
（
○
○
）

 
ヨ

○
○

三
 
類d

O
ヨ

○
○

四
 
類

○
α

0
1
0

五
 
類

Ol O

oo
α
○

3
三
音
節
名
詞

 
一
、
二
音
節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
、
〃
宇
津
”
と
〃
村
”
に
古
態
の
残

存
、
〃
浦
”
に
新
化
と
い
う
対
比
関
係
が
認
め
ら
れ
た
が
、
三
音
節
以
上
の
語

で
は
三
地
区
の
状
態
が
近
似
し
て
い
る
。
以
下
、
三
、
四
、
五
音
節
名
詞
で
は

代
表
と
し
て
〃
村
か
地
区
の
語
ア
ク
セ
ン
ト
を
取
上
げ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
ヨ

ω
 
尾
高
型
（
○
○
○
）
の
語
・

 
 
 
 
 
 
ゆ
う
べ
 
 
 
 
 
 
あ
た
ま
 
 
 
 
 
 
お
も
い

 
 
間
・
蜥
蝪
一
夕
（
以
上
二
類
）
頭
・
軍
・
恨
・
思
・
女
・
刀
・
暦
・
宝
一

 
 
剣
・
光
（
以
上
四
三
）
苺
・
後
・
鯨
・
薬
・
便
・
盟
（
以
上
七
類
）
兎
・

萩
市
見
島
方
言
の
語
ア
ク
セ
ン
ト

 
 
鰻
・
鳥
・
狐
・
雀
・
背
中
・
高
さ
・
鼠
・
誠
・
操
・
蓬
（
以
上
六
九
）

 
 
筏
・
錨
・
鰯
・
●
己
・
飾
・
霞
・
形
●
着
物
●
轡
・
煙
●
濟
レ
小
山
．
衣
・

 
 
 
※
1

 
 
魚
・
舅
・
印
・
机
・
隣
・
初
・
鼻
血
・
庇
・
額
・
羊
・
都
・
柳
（
以
上
一

 
 
類
）
 
 
 
※
1
 
0
0
0
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
五
語

ω
 
中
高
型
（
○
○
○
）
の
語

 
 
小
豆
・
釣
瓶
・
男
・
東
・
小
麦
く
以
上
二
類
）
表
・
鏡
・
敵
・
言
葉
・

 
 
袴
，
・
鋏
・
袋
・
薦
（
以
上
四
類
）
栄
螺
・
力
・
二
十
歳
（
以
上
三
三
）

 
 
 
 
 
 
か
れ
い

 
 
五
つ
・
命
・
諜
・
心
・
姿
・
涙
・
火
箸
・
眼
（
以
上
五
類
）
 
 
二
四
語

㈲
 
頭
高
型
（
○
○
○
）
の
語

 
 
 
 
 
 
※
2

 
 
鶉
（
四
類
）
胡
瓜
（
五
類
）
蚕
・
兜
・
病
（
以
上
七
類
）
雲
雀
（
六
類
）

 
 
※
2
 
0
0
0
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
 
六
語

ω
 
ゆ
れ
の
著
し
い
語

 
 
毛
抜
・
二
つ
・
二
人
（
以
上
二
類
）
扇
・
堺
・
仏
（
以
上
四
三
）
黄
金
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
岬
（
以
上
三
類
）
錦
（
五
類
）
仔
牛
（
一
類
）
以
上
は
○
○
○
と
○
○
○

 
 
朝
日
（
五
類
）
 
（
ア
サ
ヒ
と
ア
サ
ヒ
）
 
 
 
 
・
 
 
 
 
一
一
語

 
型
の
種
類
は
東
京
式
の
玉
江
方
言
よ
り
一
型
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
現
在
は

三
型
あ
る
が
、
尾
高
型
が
調
査
語
数
の
半
ば
を
超
え
て
い
て
、
や
が
て
こ
の
一

型
に
な
る
か
と
予
想
さ
れ
る
。
一
方
、
ア
ズ
キ
、
オ
モ
テ
の
よ
う
に
二
類
、
四

三
に
中
高
型
の
語
が
多
い
こ
と
も
、
玉
江
方
言
に
対
し
て
異
色
を
見
せ
て
い

る
。
 
「
全
国
ア
ク
セ
ン
ト
比
較
表
」
 
（
『
全
国
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
」
）
を
見
る

と
、
北
陸
の
富
山
で
も
、
二
、
四
類
に
中
高
型
の
語
が
多
い
b
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4
 
四
音
節
名
詞

ω
 
中
二
高
型
（
○
○
○
○
）
の
語

 
 
 
 
 
 
※
1
 
 
．
う
た
た
ね
※
1
 
 
 
 
 
 
 
 
か
る
わ
ざ
 
 
 
さ
か
さ
ま

 
 
ア
フ
リ
ヵ
ピ
行
燈
・
転
寝
・
遠
足
ピ
お
日
様
・
塊
・
軽
業
・
鵬
・
逆
様
・

 
さ
む
ら
い
 
 
 
 
 
 
※
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
1

 
 
武
士
・
し
き
た
り
・
小
説
・
責
任
・
七
夕
・
釣
鐘
・
漬
物
・
停
車
馬
・

 
※
1
 
 
※
！
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
な
ば
た
 
ま
じ
な
 
 
，
 
．
 
 
あ
く
る
ひ

 
 
人
蓼
・
配
達
・
春
雨
・
広
島
・
舷
・
呪
い
・
悪
者
・
翌
日
・
金
持
・

 
 
 
 
※
1
 
 
※
1

 
 
極
楽
・
正
月
・
贅
沢
・
綱
引
・
毒
消
し
・
長
生
き
・
麦
蒔
・
欲
張
・
我

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
1
 
 
 
 
 
い
け
ば
な

 
 
 
※
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
1
 
 
※
1

 
 
儘
・
愛
敬
・
」
案
内
・
傘
・
信
心
・
榿
・
名
人
・
媛
・
生
花
・
牡
丹
餅
・
悪

 
 
 
※
1

 
 
口
・
前
…
餅
 
 
 
※
1
 
0
0
0
0
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
四
六
証
㎝

ω
中
＝
局
型
（
○
○
○
○
）
の
語

 
 
 
 
 
 
 
 
※
2
 
 
※
2
 
 
 
 
 
 
 
 
※
2
 
 
※
2

 
 
甘
酒
・
紫
陽
花
・
学
校
・
か
ん
ざ
し
・
熊
本
・
相
談
・
大
根
・
手
拭
い
・

 
 
 
 
 
 
 
※
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
2

 
 
日
の
丸
・
猪
・
先
生
・
朝
顔
・
九
つ
・
建
物
・
挨
拶
・
小
遣
・
素
人
・
親

 
 
、
 
豪
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

 
 
切
・
中
学
・
富
士
山
 
 
※
2
0
0
0
0
 
 
 
 
 
 
二
〇
語

㈲
頭
高
型
（
d
σ
○
○
）
の
語

 
 
命
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
語

ω
 
ゆ
れ
の
著
し
い
語

 
 
生
物
（
イ
キ
モ
ノ
と
イ
キ
モ
ノ
）
・
本
人
（
ホ
ン
ニ
ン
と
ホ
ン
ニ
ン
）
・

 
 
安
産
（
ア
ン
ザ
ン
と
ア
ン
ザ
ン
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
 
三
語

四
音
節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
三
型
で
、
玉
江
方
言
よ
り
二
型
少
な
い
。
中
二

三
型
の
語
が
調
査
語
数
の
祐
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、
頭
高
型
は
ゆ
れ
の
著
し
．

い
も
の
を
加
え
て
も
わ
ず
か
に
二
語
に
過
ぎ
な
い
。

．
5
 
五
音
節
名
詞

ω
 
中
三
高
型
（
○
○
○
○
○
）
の
語

 
麟
在
所
●
舞
興
 
 
※
-
○
○
○
○
〇
 
 
 
二
語
．

ω
 
中
二
二
型
（
O
O
O
O
O
）
の
語

 
 
 
 
 
 
 
 
あ
け
は
な
 
 
※
2

 
 
間
柄
・
赤
茶
色
・
開
放
し
・
言
伝
え
・
生
別
れ
．
幼
顔
．
思
切
り
．
綺
麗

 
 
好
き
・
薩
摩
芋
・
水
溜
り
・
土
産
物
・
命
懸
け
・
嬉
し
泣
き
・
困
り
者
・

 
※
2
 
 
 
※
2
、
・
 
 
 
 
 
 
う
め
き
ご
え
 
た
か
ら
も
の
 
 
 
 
ひ
と
え
も
の

 
 
暢
気
者
・
判
じ
物
・
独
り
者
・
陣
 
声
・
宝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
物
・
俄
雨
・
単
衣
物
・
渡

 
 
し
舟
・
朝
御
飯
・
後
始
未
・
油
虫
・
生
辞
引
・
植
木
鉢
・
鏡
餅
・
黒
煙
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
る
う
ど
し
 
，

 
 
硯
箱
・
生
卵
・
針
仕
事
・
花
曇
り
・
麦
畑
・
洗
張
り
・
閏
 
年
・
器
量
好

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
ん

 
 
し
・
苦
労
人
・
一
掴
み
・
木
綿
糸
・
貰
い
乳
・
雇
い
人
・
影
法
師
・
肩

 
 
 
 
 
、
 
 
よ
る
よ
な
か

 
 
車
・
高
島
田
・
夜
夜
中
・
分
け
隔
て
 
 
※
2
0
0
0
0
0
 
 
四
七
語

㈲
．
中
一
高
型
（
0
0
1
0
0
0
）
の
語

 
※
3

 
 
台
所
・
下
関
・
好
き
嫌
い
・
火
の
車
 
 
疑
3
0
0
0
0
0
 
 
 
四
語

ω
 
ゆ
れ
の
著
し
い
語

 
 
赤
蜻
蛉
・
海
坊
主
（
○
0
0
0
0
と
○
○
○
○
○
）
 
 
．
 
 
 
二
語

 
三
型
を
有
し
て
い
る
と
は
い
え
、
申
二
二
型
ご
型
と
言
っ
て
も
よ
い
実
態
で

 
あ
る
。
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＼

皿
 
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

ー
 
二
音
節
動
詞

宇

津

村

畠（

{
村
）

 
 
 
 
 
 

尾
高
型
○
○
・

一
類

二
類

為咲×
るく

 散×
 る

 三tx 撃
 つ

四
語

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

切
る
・
蒔
く
・
合
う
・
打
つ
・
掻
ぐ
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食
う
・
立
つ
・
取
る
・
飲
む
・
読
む
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書
く
・
裂
く
「
磨
る
・
付
く
・
降
る

出
る
・
見
る

一
七
語

 
 
 
 
 
 

咲
く
・
散
る

 着
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
語

 
 
 
 
 
 
 
 
×
 
 
 
．
×

磨
る
・
吹
く
・
蒔
く
・
打
つ
・
切
る

 
 
 
 
 
 
メ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
裂
く
・
付
く
・
飲
む
・
書
く
・
掻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
・
成
る
・
降
る
・
読
む

見
る

一
四
語

浦

（
本
村
）

売
る
・
置
く
・
聞
く
・
散
る
・
泣
く

・
巻
く
・
焼
く
・
言
う
・
行
く
・
割

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
，
℃
乗
る
・
振
る
・
買
う
・
突
く
b

 鳴
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 

着
る
・
為
る
・
似
る
・
寝
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」
九
語

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 
 
 
 

飼
う
・
付
く
・
成
る
・
切
る
，
∴
裂
く

 
 ．

・
吹
く

六
語
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萩
市
見
島
方
言
の
語
ア
ク
セ
ン
ト



宇

津

村

（
本
村
）

浦

（
本
村
）

頭
高
型
 
○
○

 
ヨ
 
 
 
 
 

○
○
型
と
○
○
型

に
ゆ
れ
て
い
る
語

一
類

二
類一

類

二
類

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

買
う
・
行
く
・
売
る
・
欠
く
・
聞
く
・

ド
 
 
 
 
 
 

・
泣
く
・
乗
る

 
 
 
 
 
 

寝
る
・
着
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
九
語

 飼
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
語

置
く
・
突
く
・
鳴
る
・
振
る
・
巻
く
・

焼
く
・
割
る

似
る

成
る
・
吹
く

来
る

八
語三

語

置×

く

買×

う

二
語

○
語

売
る
・
欠
く
・
聞
く
・
突
く
・
泣
く

・
鳴
る
・
乗
る
・
振
る
・
巻
く
・
焼

く
・
言
う
・
行
く
・
割
る

為
る
・
似
る
・
寝
る

一
六
語

合
う
・
飼
う
・
食
う
・
立
つ
・
取
る

来
る
・
出
る

七
語

 欠
く碧穿

  、読×

  む

一
語

三
語

咲
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
語

打
つ
。
書
く
・
掻
く
・
食
う
・
磨
る

・
立
つ
・
取
る
・
飲
む
・
降
る
・
．
蒔

く来
る
・
見
る
 
 
 
 
 
 
一
二
語

（150）



右
の
表
は
次
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
出
来
よ
う
。
か
つ
で
は
三
地
区
と
も

に
、
一
類
は
0
1
0
型
、
二
類
は
○
α
型
で
あ
っ
兆
。
そ
れ
は
玉
江
方
言
と
は
逆

で
、
か
え
っ
て
北
陸
の
富
山
な
ど
と
近
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
〃
村
”

と
〃
宇
津
”
．
と
で
は
一
類
中
の
一
部
の
語
が
○
○
型
に
変
化
し
た
。
一
方
、

〃
浦
”
で
は
一
類
の
語
の

、
ほ
と
ん
ど
全
部
と
、
二
月

中
の
・
一
部
門
語
と
に
変
化

が
起
っ
て
現
在
の
状
態
と

な
っ
た
。
た
だ
し
、
基
本

形
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
他

の
二
地
区
と
か
な
り
異
っ

て
い
る
〃
浦
”
の
場
合

〃
村
”
と
〃
宇
津
”

類一類二

g
∴
㎝

○
○
 
 
○
○

〃
浦
”

類一類二

○
○
↓
○
0
9

8
∴
四

も
、
活
用
形
調
査
で
は
さ
ほ
ど
の
違
い
は
な
か
っ
た
。
〃
宇
津
”
と
〃
村
”
と

で
は
、
左
に
示
す
A
B
二
種
の
活
用
形
ア
ク
セ
ン
ト
の
ヶ
ち
、
A
式
が
さ
か
ん

で
、
B
式
は
ご
く
希
に
し
か
聞
け
な
い
。
〃
浦
”
で
は
B
式
も
行
な
わ
れ
て
は

い．

驍
ｪ
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
む
し
ろ
A
式
の
方
が
優
勢
で
あ
る
。
語
が
運
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
語
意
識
に
立
っ
て
基
本
形
を
言
う
時
よ
り
も
、
三
三
に
旧

を
守
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

類t
AB

置
ク

α
○

σ
α

オ
イ
タ

○
α
○

○
○
○

オ
カ
ン

○
α
○

○
α
d オ、

N
も
の

○
○
○
○

○
○
○
○

オ
ケ

α
○
'

σ
0
1

オ
ク
ナ

○
α
○

○
○
○
噛

オ
コ
ー

○
α
○

○
α
O

萩
市
三
島
方
言
の
語
ア
ク
セ
ン
ト

類一

AB

セス
ルルd

O

．
○
α

シ
タ

．
セ
タ

α
○0

0
1 セ

ン
．

セス
ルル
 も

の

α
○8

1
○
○
○
○

○
○
○
○

セ
ー

α
○

8
1

セス
ノレル

ナナ

シ
ヨ

1

○
α
○

0
0
1
0 α

○
○
○

類二

ABAB
」

書
ク
'

○
α

0
1
0

出
ル

○
αq

O カ
イ
タ

○
○
○

0
1
0
0

デ
タ

0
0
1

α
○
、

カ
カ
ン

O
q
O

○
α
○

デ
ンaα

○

カ
、
ク
も
の

○
○
○
○

○
○
○
○

デ
ル
も
の

○
○
○
○

○
○
○
○

カ
ケ

○
α

○
．
○

デ
ー

8
1

α
○

カ
ク
ナ

○
○
○

α
○
○

デ
ル
ナ

○
○
○

0
1
0
0 カ

コ
ー

○
α
○

○
α
○

デ
ロ
！

○
α
○

0
0
1
0

2

三
音
節
動
詞

上
る
・
遊
ぶ
・
当
る
・
洗
う
・
歌
う
・
踊
る
・
飾
る
ポ
語
る
・
通
う

変
る
・
刻
む
・
殺
す
・
、
探
す
・
記
す
・
進
む
・
畳
む
・
違
う
・
並

ぶ
・
登
る
・
運
ぶ
・
拾
う
・
渡
る
・
開
け
る
・
上
げ
る
・
植
え
る
・
・

欠
け
る
・
消
え
る
・
捨
て
る
・
染
め
る
・
漬
け
る
・
腫
れ
る
・
負
け

る
・
曲
げ
る
・
焼
け
る
・
割
れ
る
（
以
上
第
一
類
）
余
る
・
痛
む
・

祈
る
・
動
く
・
移
る
、
・
恨
む
・
起
す
・
落
す
・
思
う
・
帰
る
・
崩
す
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曇
る
・
下
が
る
・
照
ら
す
・
頼
む
・
作
る
・
通
る
・
習
う
・
光
る

 
 
 
 
守
る
・
分
か
る
・
生
き
る
・
起
き
る
・
落
ち
る
・
覚
め
る
・
過
ぎ

 
 
 
 
る
・
建
て
る
・
付
け
る
・
溶
け
る
・
投
げ
る
・
逃
げ
る
・
延
び
る
・

 
 
 
 
晴
れ
る
・
見
え
る
・
分
け
る
（
以
上
第
二
類
）
歩
く
・
隠
す
・
は
い

 
 
 
 
る
・
参
る
．
（
以
上
第
三
類
）

 
三
音
節
動
詞
は
す
べ
て
中
高
型
（
○
○
○
）
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
 
「
通

る
」
・
「
は
い
る
」
・
「
参
る
」
は
○
○
○
型
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
二
音
節

が
長
音
ま
た
は
イ
母
音
で
あ
る
た
め
に
起
つ
だ
現
象
で
あ
る
か
ら
、
O
O
O
型

と
し
て
扱
っ
た
。
活
用
形
の
ア
グ
セ
ン
ト
も
、
ヒ
テ
タ
（
捨
て
た
）
・
ヒ
・
テ
ン

・
ヒ
テ
ル
毛
ノ
ポ
ヒ
テ
ー
・
ヒ
テ
ル
ナ
・
ヒ
テ
ロ
i
式
に
安
定
し
て
い
る
。
否

定
形
が
四
音
節
の
場
合
は
、
イ
ゴ
カ
ン
（
動
か
ん
）
、
サ
ガ
サ
ン
の
よ
う
に
申

二
高
型
と
な
る
。

 
3
 
四
音
節
動
詞

 
 
 
あ
ぎ
け
 
 
 
 
 
 
う
か
が

 
 
 
嘲
る
・
憐
む
・
窺
う
・
悲
し
む
・
従
う
・
疑
う
・
養
う
・
貧
る
・
与

 
 
 
 
え
る
・
重
ね
る
・
唱
え
る
・
並
べ
る
・
始
め
る
・
亡
び
る
（
以
上
第

 
 
 
 
一
類
）
集
ま
る
・
、
怪
し
む
。
表
わ
す
．
偽
る
・
驚
く
・
喜
ぶ
・
集
め

 
 
 
 
る
・
諌
め
る
・
数
え
る
・
答
え
る
・
調
べ
る
・
流
れ
る
・
助
け
る
・

 
 
 
離
れ
る
・
隔
て
る
・
隠
れ
る
，
（
以
上
第
二
類
）

 
四
音
節
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
は
中
二
高
岳
一
型
で
あ
る
。
活
用
形
の
ア
ク

セ
ン
ト
も
、
ア
ツ
メ
タ
・
ア
ツ
メ
ン
、
ア
ラ
ワ
シ
タ
・
ア
ラ
ワ
サ
ン
の
よ
う

に
、
す
べ
て
中
二
畔
豆
を
と
る
。

皿
1

形
容
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

二
立
日
身
心
形
容
劃
剛

 
「
無
い
」
 
「
良
い
」
の
二
語
は
い
ず
れ
も
頭
高
型
（
○
○
）
で
あ
る
。
た
だ

し
日
常
会
話
で
は
「
良
い
」
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
ず
、
．
も
っ
ぱ
ら
「
エ
」
」
で

あ
る
。2

 
三
音
節
形
容
詞

 
 
 
赤
い
・
浅
い
・
厚
い
・
甘
い
・
荒
い
・
薄
い
・
遅
い
・
重
い
・
堅
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
1

 
 
 
軽
い
・
暗
い
・
遠
い
・
丸
い
（
以
上
第
一
類
）
青
い
・
暑
い
・

 
 
 
か
ら

 
 
 
辛
い
・
清
い
・
黒
い
・
寒
い
・
白
い
・
狭
い
・
高
い
・
近
い
・
強
い

 
 
 
長
い
・
早
い
・
低
い
・
広
い
・
深
い
・
太
い
・
古
い
・
細
い
・
安

 
 
 
い
・
若
い
・
悪
い
（
以
上
第
二
類
）
 
 
※
一
 
ト
イ
ー
，

、
三
音
節
動
詞
と
同
じ
よ
う
に
、
中
高
型
（
O
d
O
）
一
型
で
あ
る
。

 
3
 
四
音
節
形
容
詞

 
 
 
 
 
 
 
※
一

 
 
 
 
危
う
い
・
尊
い
・
空
し
い
・
宜
し
い
（
以
上
第
一
類
）
卑
し
い
・

 
 
 
く
わ

 
 
 
詳
し
い
・
親
し
い
・
涼
し
い
・
正
し
い
・
久
し
い
・
等
し
い
（
以
上

 
 
 
第
二
類
）
 
 
 
 
 
 
 
※
ー
ト
ー
ト
ィ

 
中
二
高
型
（
○
○
○
○
）
一
型
で
、
四
音
節
動
詞
と
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、

五
音
節
形
容
詞
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
惑
う
な
意
図
的
調
査
は
行
な
わ
な
か
っ

た
が
、
た
ま
た
ま
聞
い
た
イ
ソ
ガ
シ
i
、
ヤ
ゐ
マ
シ
ー
な
ど
は
す
べ
て
中
二
高
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型
で
あ
っ
た
。

セ
ン
ト
の
影
響
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
つ
．

'

W
 
見
島
方
言
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
特
色

 
見
島
方
言
の
語
ア
ク
セ
ン
下
に
は
二
つ
の
特
色
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
、

、
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
の
種
類
が
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
と
同
じ
で
あ
る
場
合
も
、
そ

の
所
属
語
か
ち
す
る
と
、
む
し
ろ
京
阪
ア
ク
セ
ン
ト
に
近
い
と
い
う
状
態
で
あ

る
。
二
つ
に
は
、
同
時
に
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
の
種
類
の
単
純
化
が
今
日
も
進

め
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
第
一
の
特
色
は
「
見
島
方
言
語
ア
ク

セ
ン
ト
の
古
態
」
と
考
え
て
よ
い
も
の
と
思
う
が
、
こ
の
特
色
は
主
と
し
て
一

音
節
名
詞
と
二
音
節
の
名
詞
、
動
詞
に
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
三
音
節
名
詞

の
中
に
も
、
古
態
を
示
す
語
詞
が
あ
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
。
第
二
の
特

色
は
「
新
化
の
傾
向
」
と
認
め
ら
れ
る
。
二
音
節
の
形
容
詞
、
 
三
、
四
音
節

の
動
詞
・
形
容
詞
は
そ
れ
ぞ
れ
一
型
で
あ
る
。
名
詞
の
場
合
も
、
三
音
節
以
上

の
語
に
は
、
一
型
化
の
傾
向
は
か
な
り
優
勢
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
古
態
を
残
し
て
い
る
一
、
二
音
節
語
も
、
新
化
の
波
に
洗
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
ア
ク
セ
ン
ト
の
ゆ
れ
」
と
い
う
現
象
を
起
し

て
い
る
。
中
学
生
は
、
 
「
お
と
な
は
カ
ミ
（
紙
）
と
か
コ
ト
（
事
）
と
言
う

が
、
私
た
ち
ば
力
司
、
コ
H
だ
。
」
な
ど
と
も
言
っ
た
。
ま
た
、
 
「
今
は
力
引

 
（
買
う
）
と
言
う
け
れ
ど
、
中
学
の
こ
ろ
は
カ
ウ
と
言
っ
て
い
た
。
」
」
と
説
明

す
る
青
年
も
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
現
在
、
新
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
語
っ
て

い
る
。
古
態
を
残
す
こ
と
は
〃
宇
津
”
と
本
村
の
〃
村
”
地
区
に
よ
り
根
強

く
、
新
化
の
傾
向
は
〃
浦
〃
地
区
に
よ
り
著
し
い
。
、
〃
浦
〃
は
他
の
地
区
ぽ
り

島
外
と
の
交
渉
の
多
い
地
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
新
化
に
は
他
方
言
の
ア
ク

萩
市
三
島
方
言
の
語
ア
ク
セ
ン
ト

お
 
わ
 
り
 
に

 
東
京
ア
ク
セ
、
ン
ト
域
と
言
わ
れ
て
い
る
山
口
県
に
も
、
一
孤
島
に
は
こ
の
よ

う
な
語
ア
ク
セ
ゾ
ト
の
状
態
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
中
央
か
ら
遠
く

離
れ
だ
地
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
は
、
古
い
要
素
と
新
し
い
要
素
が
共
存
す
る
と
言

わ
れ
る
が
、
見
島
の
場
合
は
、
ど
ん
な
事
情
に
よ
っ
て
現
在
の
よ
う
な
実
態
が

も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
事
実
の
観
察
を
さ
ら
に
深
め
た
後
に
こ
の
闘

題
も
考
え
て
み
た
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

 
語
ア
ク
セ
ン
ト
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
四
二
年
八
月
、
伯
方
島
語
ア
ク

セ
ン
ト
調
査
に
お
い
て
、
藤
原
先
生
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
上
げ
ま
す
。
ま
た
島
島
方
言
の
調
査
に
際
し
て
は
、
土
地
の
方
々
の
心
か

ら
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
致
レ
て
お
り
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
九
七
〇
・
九
・
三
〇
）
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